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第1720回　夜間例会　令和6年11月19日（火）

■ 点　鐘 18：30

君が代・奉仕の理想・四つのテスト　　　加藤篤ソングリーダー■ ソング  

・10月31日（木）第1回 会員増強･プログラム委員会の報告　　　橋爪麻人会員増強･プログラム委員長
　地区の会員増強委員長の金児さんを交えてのファイヤーサイドミーティングと言う
事で、委員会メンバーに加え、会長・幹事、会長エレクト、入会３年未満の方にも参
加してもらい、13 名での会になりました。内容は馴染の無い衛星クラブとオープン例
会について金児さんに事例など教えてもらい、伊那中央にあった方向性を皆で議論い
たしました。

　当日は、今日の例会をオープン例会にしてもらうつもりで話し合っていたのですが、候補者の方々の都合
が付かなかったので、またの機会に皆様にご協力をお願い致します。

・11月3日（日）IACと信州大学留学生との交流会の報告　　　井上修青少年奉仕委員
　平成 15 年に始まった伊那西 IAC の留学生交流会・第 22 回が、11 月 3 日、10 時か
ら 16時まで、伊那西高校を会場に行われました。
　伊那西高校、東海大諏訪高校、伊那中央RC、伊那RC、茅野RCを合わせ参加者は45名。
伊那西高校は卒業した 3 年生も 4 名参加。２年生の初めての活動に強力な応援をされ
ていました。参加者詳細・伊那西関係 15名（IAC10 名、留学中の生徒 1名、顧問 4名・

英語教師・卒業生の教育実習生各1名)、東海大諏訪高校関係11名(IAC 9名　顧問2名)、伊那中央RＣ9名(熊
谷健会長、小椋文成幹事、伊藤かおり SAA、宮原英幸青少年奉仕委員長、伊藤歩美青少年奉仕副委員長、
倉田秀伸青少年奉仕委員、平澤理国際奉仕副委員長、信州大学留学生支援の会　小川秋實氏、井上修青少年
奉仕地区委員 )、伊那 RC1 名 ( 平澤泰斗ガバナー補佐エレクト )、茅野 RC3 名 ( 深井孝彦幹事、名取貴和青

ロータリーのマジック

■ ゲスト・ビジター紹介

・支援留学生　キョ　ブンクン 様
・支援留学生　エムディ . バディウル　アラム 様

■ 会長談話 熊谷健会長
　１１月９日、１０日と、軽井沢プリンスホテルウエストで地区大会があり、参加し
てきました。後ほど、参加報告があると思いますが、私の方では、９日、大会第１日
目のプログラムについて、参加した感想を述べたいと思います。
　当日は、第２６５０地区パストガバナーで現米山記念奨学会評議員である敦賀ロー
タリークラブの利根荘兵衛（とねしょうべえ）氏の講演と、Ｊリーグ第５代チェアマン

の村井満（むらいみつる）氏の講演を聴かせていただきました。
　利根氏の講演は、早起きして出かけたこともあり、睡魔に負けてしまい、重要な部分を聞き逃してしまい
ました。
　なので、村井氏の講演について少し話します。
　村井氏は、日本最大の人材紹介会社であるリクルートの代表取締役社長を経て、２０１４年にサッカー経
験の全くない状況で、Ｊリーグのチェアマン（チェアマンとは日本プロサッカーリーグの最高責任者）に就
任し、４期８年の任期を務めあげた方です。
　任期中は、DAZN（ダゾーン）との配信契約を締結するなど財政基盤の立て直しを図り、年間入場者数や
収益も過去最高を記録しました。また、新型コロナ対策でもいち早く無観客試合を敢行するなど、迅速な対
応でスポーツ界をリードしてきました。
　そのような話をされたのですが、その中で、村井氏の経営哲学として、人生の岐路で選択するときに「緊
張する方を選ぶ。」ということを云われたのが、印象に残りました。生き方の選択をするときに、ともすれば「楽
な方を選ぶ。」とか「得な方を選ぶ。」とかいう道を選択しがちです。一方、「若いときの苦労は買ってでもせよ」
という言葉もあり、自分にとって険しい道を選ばざるを得ないときもあります。
　この「緊張する方を選ぶ。」というユニークな表現は、言い換えれば険しい道を選ぶということに他なり
ません。険しい道を選び、それに対処するために努力をする。村井氏はこの努力を「速く＋早く」するとい
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2024-2025 国際ロータリーのテーマ

少年奉仕委員長、伊藤由加里副幹事・伊那西高校卒業生です )、留学生 6 名、インドネシア 2 名、ナイジェ
リア 1名、スリランカ 1名、バングラデシュ人民共和国 1名、ベナン共和国 1名、以上 45名です。
　交流会は先ず自己紹介から始まり、次に福笑いと緊張をほぐし、伊那西高校と東海大諏訪高校が学校や日
本を紹介、流暢な英語の説明もありました。昼食は日本の伝統の紹介という意味で・・おでんに五平餅、加
えていなごの佃煮があり顔をしかめる留学生もいました。昆虫食は 21 世紀の貴重なたんぱく源、その意味
が分かると理解したようです。昼食後は留学生が母国の紹介、又留学先に日本を選んだ理由を画像を駆使し
て紹介、高校生にはいい機会になったと思えます。
　留学生は総じて国に帰り、国家の中枢となる人物達。今回のみならずこの小さな縁が将来にわたり人脈と
して高校生には繋げていって欲しいと願います。

・11月4日（月･祝）伊那RCとの合同ゴルフコンペの報告　　　澁谷恵二ゴルフ部長
　11月4日 月曜日に伊那国際唐松コー
スにて伊那ロータリークラブと合同コ
ンペを行いました。参加者は、伊那中
央ロータリークラブ 14 名・伊那ロー
タリークラブ 11名、計 25名でした。
　団体戦は優勝することができました。
特に上位５名 原会員、伊澤会員、三澤
さん、加藤会員、矢島会員の活躍は素
晴らしく優勝に貢献していただきあり
がとうございました。個人戦は優勝が
澁谷、準優勝が三澤さん、３位が加藤
会員でした。合わせて報告させていた
だきます。
　これからしばらくゴルフ部の活動は休止いたしますが遠征も検討していますので、遠征が決まりましたら
多くの皆様のご参加をお願いいたします。

・11月9日（土）～10日（日）地区大会の報告　　　小椋文成幹事
　9日 ( 土 ) については、会長からご報告があった通りです。
　10 日（日）は伊那中央から 8 名参加しました。（池上さん、井上さん、池田さん、
伊澤さん、小川さん、会長、幹事、S.A.A）本会議冒頭に、物故会員に黙祷があり下井
会員に向けて黙祷を行いました。本会議が行われガバナー挨拶、記念事業の発表・大
会決議などが行われました。青少年アワーではインターアクトクラブ・ローターアク
トクラブの発表や交換留学生の発表、また留学生のスピーチが行われました。また、

今年地区で行われている夢の実現プロジェクトの実施クラブによる報告がありました。伊那中央としては青
少年育成事業としてい～なちゃんソフトボールクラブへの支援をパネル展示しました。昼食をとり、午後か
らは記念アトラクション「鼓響」による龍神太鼓・龍神の舞などを鑑賞し、法政大学元学部長 田中優子様
の江戸時代におけるボランティア活動という内容の記念講演を聞きました。
　そののち、ガバナーエレクトとガバナーノミニーの紹介とご挨拶があり次期ホストクラブの発表・大会旗
引継ぎがあり閉会となりました。

・11月14日（木）上伊那グループ会長･幹事会の報告　　　小椋文成幹事
　14日（木）18時30分より、箕輪町「燈花」にて上伊那グループ会長・幹事会が開催されました。各クラブ会長・
幹事が出席し現状の事業進捗と会員増強の報告を行いました。各クラブ順調に事業が実施され、辰野クラブ
においては大半の事業が実施された状況という事でした。また、駒ケ根においてはこれから 65 周年式典・
上伊那グループＩ.Ｍ.などがあり、まだまだこれからという状況でした。会員増強については、各クラブ入会・
退会などがあり、なかなか５％目標を達成している状況ではありませんでした。
　その後、懇親会が行われ楽しい時間を過ごし、会長とともに飯田線で伊那まで戻ってまいりました。

う表現をしていましたが、この「緊張する方を選択」し、その実現のために「早く」対処することが、目的
達成のために重要なこととおっしゃられました。
　自分事ですが、今年ロータリークラブの会長になるということを選択し、今はクラブの今年の目的を達成
するため、ほぼ毎日ロータリークラブのことを考えています。そして、みんなの力を借りて、微力ながら努
力をしているつもりです。それを私は、「一仕事する。」と言っています。
　どうか、皆さんも、緊張する方を選び、そのことに対して一仕事するという気持ちで、関わっていただけ
ればと思います。そうすれば達成感を得られると思います。

・「ロータリーの友」11月号紹介　　　井上修会員
①オットー＆フラン・ウォルター財団の 1,550 万ドルの寄付でトルコ・イスタンブールのバーチェシュヒル
大学にロータリー平和センターが新設される。更に多くの平和構築者を支援出来る体制になった。因みに
トルコ国民は格別なる親日家で有り親交も深い。ボスポラス海峡の橋や海底トンネルは日本の応援があり
完成した。歴史的に、日露戦争、エルトゥールル号遭難事故 ( トルコ教科書に記載 ) 等を通じ日本に対し
て尊敬の念を覚えるに至った経緯は知っておくべき事である。
②米イリノイ州の国際ロータリー世界本部へ一度は皆で行く予定を立てたい。又ロータリー財団の父、アー
チ・クランフ氏の詳細なる紹介があり必読記事である。
③髙橋裕子津田塾大学学長は米山奨学生であり、その感謝の念が述べられている。因みに横浜 2590 地区の
地区大会の講演者でもあられた。
④2600 地区のロータリアンが俳壇に投稿され採用される。伊那中央ロータリークラブの奮起を促したい。
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・10月31日（木）第1回 会員増強･プログラム委員会の報告　　　橋爪麻人会員増強･プログラム委員長
　地区の会員増強委員長の金児さんを交えてのファイヤーサイドミーティングと言う
事で、委員会メンバーに加え、会長・幹事、会長エレクト、入会３年未満の方にも参
加してもらい、13 名での会になりました。内容は馴染の無い衛星クラブとオープン例
会について金児さんに事例など教えてもらい、伊那中央にあった方向性を皆で議論い
たしました。

　当日は、今日の例会をオープン例会にしてもらうつもりで話し合っていたのですが、候補者の方々の都合
が付かなかったので、またの機会に皆様にご協力をお願い致します。

・11月3日（日）IACと信州大学留学生との交流会の報告　　　井上修青少年奉仕委員
　平成 15 年に始まった伊那西 IAC の留学生交流会・第 22 回が、11 月 3 日、10 時か
ら 16時まで、伊那西高校を会場に行われました。
　伊那西高校、東海大諏訪高校、伊那中央RC、伊那RC、茅野RCを合わせ参加者は45名。
伊那西高校は卒業した 3 年生も 4 名参加。２年生の初めての活動に強力な応援をされ
ていました。参加者詳細・伊那西関係 15名（IAC10 名、留学中の生徒 1名、顧問 4名・

英語教師・卒業生の教育実習生各1名)、東海大諏訪高校関係11名(IAC 9名　顧問2名)、伊那中央RＣ9名(熊
谷健会長、小椋文成幹事、伊藤かおり SAA、宮原英幸青少年奉仕委員長、伊藤歩美青少年奉仕副委員長、
倉田秀伸青少年奉仕委員、平澤理国際奉仕副委員長、信州大学留学生支援の会　小川秋實氏、井上修青少年
奉仕地区委員 )、伊那 RC1 名 ( 平澤泰斗ガバナー補佐エレクト )、茅野 RC3 名 ( 深井孝彦幹事、名取貴和青
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　当日は、第２６５０地区パストガバナーで現米山記念奨学会評議員である敦賀ロー
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の村井満（むらいみつる）氏の講演を聴かせていただきました。
　利根氏の講演は、早起きして出かけたこともあり、睡魔に負けてしまい、重要な部分を聞き逃してしまい
ました。
　なので、村井氏の講演について少し話します。
　村井氏は、日本最大の人材紹介会社であるリクルートの代表取締役社長を経て、２０１４年にサッカー経
験の全くない状況で、Ｊリーグのチェアマン（チェアマンとは日本プロサッカーリーグの最高責任者）に就
任し、４期８年の任期を務めあげた方です。
　任期中は、DAZN（ダゾーン）との配信契約を締結するなど財政基盤の立て直しを図り、年間入場者数や
収益も過去最高を記録しました。また、新型コロナ対策でもいち早く無観客試合を敢行するなど、迅速な対
応でスポーツ界をリードしてきました。
　そのような話をされたのですが、その中で、村井氏の経営哲学として、人生の岐路で選択するときに「緊
張する方を選ぶ。」ということを云われたのが、印象に残りました。生き方の選択をするときに、ともすれば「楽
な方を選ぶ。」とか「得な方を選ぶ。」とかいう道を選択しがちです。一方、「若いときの苦労は買ってでもせよ」
という言葉もあり、自分にとって険しい道を選ばざるを得ないときもあります。
　この「緊張する方を選ぶ。」というユニークな表現は、言い換えれば険しい道を選ぶということに他なり
ません。険しい道を選び、それに対処するために努力をする。村井氏はこの努力を「速く＋早く」するとい

■ 入会式

・新会員 矢野直樹様の紹介　　　馬場秀則会員
　新入会員の「矢野直樹」君を紹介します。
　彼は伊那中央RC発起人の「第2代会長の馬場幸男さん」の甥であります。昨年、馬
場幸男さんの弟の葬儀でおいき会いした時は、飯田税務署長でしたが、定年になり次
第むつみ会計にお世話になるとのお話でした。本年の3回忌でお会いしました。馬場幸
男さんには「秀則ここに名前を書け」と言われRCに入会させられたので、矢野君がむ

つみ会計の代表になるのを待っていてお誘いしたら、奥さんの後押しがあり、入会していただきました。
　家は、事務局員の武井さんと同じ地区でありますが、現在住所は西町で、　家は東京に奥様がおり、土帰
月来の生活をしております。日曜日は東京での生活のため、日曜日の活動は無理。裁判所の調停委員であり
調停が火曜日のため、調停があるときは１時には退出したい。早退の「にこにこ」は勘弁して欲しい。
　以上でありますが、矢野君は理事会の承認を得て、会員全員の承認にて入会決定しましたので今後とも宜
しくお願いします。

・矢野直樹会員ご挨拶　
　新入会員の矢野直樹と申します。伊那中央ロータリークラブのメンバーとして温か
く迎え入れてくださったことに、まずもって御礼申し上げます。
　推薦人の馬場秀則様からお話を頂いた際に「私のような者が入会してよいのか？場
違いではないか？」と自問自答しましたが、勉強させていただくことは何歳になって
も大事なことと考え、お願いをした次第です。

　推薦人からご紹介いただいたとおりですが、私は、国税職員を定年退職した後に、空き家となっていた高
遠町の実家を整理・片付けしながら、伊那市西町の税理士法人むつみ会計に税理士として勤務しております。
自宅と家族が東京都内に在るため、当分の間は単身赴任ですが二拠点生活を続ける中で伊那谷の魅力を再発
見しております。
　至らぬ点もあるかと思いますが、奉仕の精神をもって精進してまいりますので、皆様のご指導をよろしく
お願い申し上げます。

・歓迎の言葉・襟章・会員バッジ等の授与　　　熊谷健会長
　矢野さん、ようこそ伊那中央ロータリークラブへご入会いただきまし
た。先ほど矢野さんより「場違いではないか？」との危惧の言葉をいた
だきましたが、最初はみんな同じような気持ちで入会するものです。入
会いただいて、例会や事業に参加していただいて、少しずつ慣れて行っ
てくれれば良いと思います。ただし、矢野さんより新しい会員が入会す
るまで、懇親会の万歳三唱の音頭を取っていただくことになりますので、
その点は承知しておいて下さい。

・所属委員会は「出席委員会」「親睦活動・友好委員会」

少年奉仕委員長、伊藤由加里副幹事・伊那西高校卒業生です )、留学生 6 名、インドネシア 2 名、ナイジェ
リア 1名、スリランカ 1名、バングラデシュ人民共和国 1名、ベナン共和国 1名、以上 45名です。
　交流会は先ず自己紹介から始まり、次に福笑いと緊張をほぐし、伊那西高校と東海大諏訪高校が学校や日
本を紹介、流暢な英語の説明もありました。昼食は日本の伝統の紹介という意味で・・おでんに五平餅、加
えていなごの佃煮があり顔をしかめる留学生もいました。昆虫食は 21 世紀の貴重なたんぱく源、その意味
が分かると理解したようです。昼食後は留学生が母国の紹介、又留学先に日本を選んだ理由を画像を駆使し
て紹介、高校生にはいい機会になったと思えます。
　留学生は総じて国に帰り、国家の中枢となる人物達。今回のみならずこの小さな縁が将来にわたり人脈と
して高校生には繋げていって欲しいと願います。

・11月4日（月･祝）伊那RCとの合同ゴルフコンペの報告　　　澁谷恵二ゴルフ部長
　11月4日 月曜日に伊那国際唐松コー
スにて伊那ロータリークラブと合同コ
ンペを行いました。参加者は、伊那中
央ロータリークラブ 14 名・伊那ロー
タリークラブ 11名、計 25名でした。
　団体戦は優勝することができました。
特に上位５名 原会員、伊澤会員、三澤
さん、加藤会員、矢島会員の活躍は素
晴らしく優勝に貢献していただきあり
がとうございました。個人戦は優勝が
澁谷、準優勝が三澤さん、３位が加藤
会員でした。合わせて報告させていた
だきます。
　これからしばらくゴルフ部の活動は休止いたしますが遠征も検討していますので、遠征が決まりましたら
多くの皆様のご参加をお願いいたします。

・11月9日（土）～10日（日）地区大会の報告　　　小椋文成幹事
　9日 ( 土 ) については、会長からご報告があった通りです。
　10 日（日）は伊那中央から 8 名参加しました。（池上さん、井上さん、池田さん、
伊澤さん、小川さん、会長、幹事、S.A.A）本会議冒頭に、物故会員に黙祷があり下井
会員に向けて黙祷を行いました。本会議が行われガバナー挨拶、記念事業の発表・大
会決議などが行われました。青少年アワーではインターアクトクラブ・ローターアク
トクラブの発表や交換留学生の発表、また留学生のスピーチが行われました。また、

今年地区で行われている夢の実現プロジェクトの実施クラブによる報告がありました。伊那中央としては青
少年育成事業としてい～なちゃんソフトボールクラブへの支援をパネル展示しました。昼食をとり、午後か
らは記念アトラクション「鼓響」による龍神太鼓・龍神の舞などを鑑賞し、法政大学元学部長 田中優子様
の江戸時代におけるボランティア活動という内容の記念講演を聞きました。
　そののち、ガバナーエレクトとガバナーノミニーの紹介とご挨拶があり次期ホストクラブの発表・大会旗
引継ぎがあり閉会となりました。

・11月14日（木）上伊那グループ会長･幹事会の報告　　　小椋文成幹事
　14日（木）18時30分より、箕輪町「燈花」にて上伊那グループ会長・幹事会が開催されました。各クラブ会長・
幹事が出席し現状の事業進捗と会員増強の報告を行いました。各クラブ順調に事業が実施され、辰野クラブ
においては大半の事業が実施された状況という事でした。また、駒ケ根においてはこれから 65 周年式典・
上伊那グループＩ.Ｍ.などがあり、まだまだこれからという状況でした。会員増強については、各クラブ入会・
退会などがあり、なかなか５％目標を達成している状況ではありませんでした。
　その後、懇親会が行われ楽しい時間を過ごし、会長とともに飯田線で伊那まで戻ってまいりました。

う表現をしていましたが、この「緊張する方を選択」し、その実現のために「早く」対処することが、目的
達成のために重要なこととおっしゃられました。
　自分事ですが、今年ロータリークラブの会長になるということを選択し、今はクラブの今年の目的を達成
するため、ほぼ毎日ロータリークラブのことを考えています。そして、みんなの力を借りて、微力ながら努
力をしているつもりです。それを私は、「一仕事する。」と言っています。
　どうか、皆さんも、緊張する方を選び、そのことに対して一仕事するという気持ちで、関わっていただけ
ればと思います。そうすれば達成感を得られると思います。

・「ロータリーの友」11月号紹介　　　井上修会員
①オットー＆フラン・ウォルター財団の 1,550 万ドルの寄付でトルコ・イスタンブールのバーチェシュヒル
大学にロータリー平和センターが新設される。更に多くの平和構築者を支援出来る体制になった。因みに
トルコ国民は格別なる親日家で有り親交も深い。ボスポラス海峡の橋や海底トンネルは日本の応援があり
完成した。歴史的に、日露戦争、エルトゥールル号遭難事故 ( トルコ教科書に記載 ) 等を通じ日本に対し
て尊敬の念を覚えるに至った経緯は知っておくべき事である。
②米イリノイ州の国際ロータリー世界本部へ一度は皆で行く予定を立てたい。又ロータリー財団の父、アー
チ・クランフ氏の詳細なる紹介があり必読記事である。
③髙橋裕子津田塾大学学長は米山奨学生であり、その感謝の念が述べられている。因みに横浜 2590 地区の
地区大会の講演者でもあられた。
④2600 地区のロータリアンが俳壇に投稿され採用される。伊那中央ロータリークラブの奮起を促したい。



小椋文成幹事　　　幹事報告は別紙をご覧ください。■ 幹事報告

■ 委員会報告

・10月31日（木）第1回 会員増強･プログラム委員会の報告　　　橋爪麻人会員増強･プログラム委員長
　地区の会員増強委員長の金児さんを交えてのファイヤーサイドミーティングと言う
事で、委員会メンバーに加え、会長・幹事、会長エレクト、入会３年未満の方にも参
加してもらい、13 名での会になりました。内容は馴染の無い衛星クラブとオープン例
会について金児さんに事例など教えてもらい、伊那中央にあった方向性を皆で議論い
たしました。

　当日は、今日の例会をオープン例会にしてもらうつもりで話し合っていたのですが、候補者の方々の都合
が付かなかったので、またの機会に皆様にご協力をお願い致します。

・11月3日（日）IACと信州大学留学生との交流会の報告　　　井上修青少年奉仕委員
　平成 15 年に始まった伊那西 IAC の留学生交流会・第 22 回が、11 月 3 日、10 時か
ら 16時まで、伊那西高校を会場に行われました。
　伊那西高校、東海大諏訪高校、伊那中央RC、伊那RC、茅野RCを合わせ参加者は45名。
伊那西高校は卒業した 3 年生も 4 名参加。２年生の初めての活動に強力な応援をされ
ていました。参加者詳細・伊那西関係 15名（IAC10 名、留学中の生徒 1名、顧問 4名・

英語教師・卒業生の教育実習生各1名)、東海大諏訪高校関係11名(IAC 9名　顧問2名)、伊那中央RＣ9名(熊
谷健会長、小椋文成幹事、伊藤かおり SAA、宮原英幸青少年奉仕委員長、伊藤歩美青少年奉仕副委員長、
倉田秀伸青少年奉仕委員、平澤理国際奉仕副委員長、信州大学留学生支援の会　小川秋實氏、井上修青少年
奉仕地区委員 )、伊那 RC1 名 ( 平澤泰斗ガバナー補佐エレクト )、茅野 RC3 名 ( 深井孝彦幹事、名取貴和青

■ 慶　祝

11月誕生祝い
・唐澤知子会員　・杉本德治会員　・小川貴子会員　・田中真人会員　
・伊澤和男会員　・唐澤千明会員

次頁へ続く

少年奉仕委員長、伊藤由加里副幹事・伊那西高校卒業生です )、留学生 6 名、インドネシア 2 名、ナイジェ
リア 1名、スリランカ 1名、バングラデシュ人民共和国 1名、ベナン共和国 1名、以上 45名です。
　交流会は先ず自己紹介から始まり、次に福笑いと緊張をほぐし、伊那西高校と東海大諏訪高校が学校や日
本を紹介、流暢な英語の説明もありました。昼食は日本の伝統の紹介という意味で・・おでんに五平餅、加
えていなごの佃煮があり顔をしかめる留学生もいました。昆虫食は 21 世紀の貴重なたんぱく源、その意味
が分かると理解したようです。昼食後は留学生が母国の紹介、又留学先に日本を選んだ理由を画像を駆使し
て紹介、高校生にはいい機会になったと思えます。
　留学生は総じて国に帰り、国家の中枢となる人物達。今回のみならずこの小さな縁が将来にわたり人脈と
して高校生には繋げていって欲しいと願います。

・11月4日（月･祝）伊那RCとの合同ゴルフコンペの報告　　　澁谷恵二ゴルフ部長
　11月4日 月曜日に伊那国際唐松コー
スにて伊那ロータリークラブと合同コ
ンペを行いました。参加者は、伊那中
央ロータリークラブ 14 名・伊那ロー
タリークラブ 11名、計 25名でした。
　団体戦は優勝することができました。
特に上位５名 原会員、伊澤会員、三澤
さん、加藤会員、矢島会員の活躍は素
晴らしく優勝に貢献していただきあり
がとうございました。個人戦は優勝が
澁谷、準優勝が三澤さん、３位が加藤
会員でした。合わせて報告させていた
だきます。
　これからしばらくゴルフ部の活動は休止いたしますが遠征も検討していますので、遠征が決まりましたら
多くの皆様のご参加をお願いいたします。

・11月9日（土）～10日（日）地区大会の報告　　　小椋文成幹事
　9日 ( 土 ) については、会長からご報告があった通りです。
　10 日（日）は伊那中央から 8 名参加しました。（池上さん、井上さん、池田さん、
伊澤さん、小川さん、会長、幹事、S.A.A）本会議冒頭に、物故会員に黙祷があり下井
会員に向けて黙祷を行いました。本会議が行われガバナー挨拶、記念事業の発表・大
会決議などが行われました。青少年アワーではインターアクトクラブ・ローターアク
トクラブの発表や交換留学生の発表、また留学生のスピーチが行われました。また、

今年地区で行われている夢の実現プロジェクトの実施クラブによる報告がありました。伊那中央としては青
少年育成事業としてい～なちゃんソフトボールクラブへの支援をパネル展示しました。昼食をとり、午後か
らは記念アトラクション「鼓響」による龍神太鼓・龍神の舞などを鑑賞し、法政大学元学部長 田中優子様
の江戸時代におけるボランティア活動という内容の記念講演を聞きました。
　そののち、ガバナーエレクトとガバナーノミニーの紹介とご挨拶があり次期ホストクラブの発表・大会旗
引継ぎがあり閉会となりました。

・11月14日（木）上伊那グループ会長･幹事会の報告　　　小椋文成幹事
　14日（木）18時30分より、箕輪町「燈花」にて上伊那グループ会長・幹事会が開催されました。各クラブ会長・
幹事が出席し現状の事業進捗と会員増強の報告を行いました。各クラブ順調に事業が実施され、辰野クラブ
においては大半の事業が実施された状況という事でした。また、駒ケ根においてはこれから 65 周年式典・
上伊那グループＩ.Ｍ.などがあり、まだまだこれからという状況でした。会員増強については、各クラブ入会・
退会などがあり、なかなか５％目標を達成している状況ではありませんでした。
　その後、懇親会が行われ楽しい時間を過ごし、会長とともに飯田線で伊那まで戻ってまいりました。

・「ロータリーの友」11月号紹介　　　井上修会員
①オットー＆フラン・ウォルター財団の 1,550 万ドルの寄付でトルコ・イスタンブールのバーチェシュヒル
大学にロータリー平和センターが新設される。更に多くの平和構築者を支援出来る体制になった。因みに
トルコ国民は格別なる親日家で有り親交も深い。ボスポラス海峡の橋や海底トンネルは日本の応援があり
完成した。歴史的に、日露戦争、エルトゥールル号遭難事故 ( トルコ教科書に記載 ) 等を通じ日本に対し
て尊敬の念を覚えるに至った経緯は知っておくべき事である。
②米イリノイ州の国際ロータリー世界本部へ一度は皆で行く予定を立てたい。又ロータリー財団の父、アー
チ・クランフ氏の詳細なる紹介があり必読記事である。
③髙橋裕子津田塾大学学長は米山奨学生であり、その感謝の念が述べられている。因みに横浜 2590 地区の
地区大会の講演者でもあられた。
④2600 地区のロータリアンが俳壇に投稿され採用される。伊那中央ロータリークラブの奮起を促したい。



・10月31日（木）第1回 会員増強･プログラム委員会の報告　　　橋爪麻人会員増強･プログラム委員長
　地区の会員増強委員長の金児さんを交えてのファイヤーサイドミーティングと言う
事で、委員会メンバーに加え、会長・幹事、会長エレクト、入会３年未満の方にも参
加してもらい、13 名での会になりました。内容は馴染の無い衛星クラブとオープン例
会について金児さんに事例など教えてもらい、伊那中央にあった方向性を皆で議論い
たしました。

　当日は、今日の例会をオープン例会にしてもらうつもりで話し合っていたのですが、候補者の方々の都合
が付かなかったので、またの機会に皆様にご協力をお願い致します。

・11月3日（日）IACと信州大学留学生との交流会の報告　　　井上修青少年奉仕委員
　平成 15 年に始まった伊那西 IAC の留学生交流会・第 22 回が、11 月 3 日、10 時か
ら 16時まで、伊那西高校を会場に行われました。
　伊那西高校、東海大諏訪高校、伊那中央RC、伊那RC、茅野RCを合わせ参加者は45名。
伊那西高校は卒業した 3 年生も 4 名参加。２年生の初めての活動に強力な応援をされ
ていました。参加者詳細・伊那西関係 15名（IAC10 名、留学中の生徒 1名、顧問 4名・

英語教師・卒業生の教育実習生各1名)、東海大諏訪高校関係11名(IAC 9名　顧問2名)、伊那中央RＣ9名(熊
谷健会長、小椋文成幹事、伊藤かおり SAA、宮原英幸青少年奉仕委員長、伊藤歩美青少年奉仕副委員長、
倉田秀伸青少年奉仕委員、平澤理国際奉仕副委員長、信州大学留学生支援の会　小川秋實氏、井上修青少年
奉仕地区委員 )、伊那 RC1 名 ( 平澤泰斗ガバナー補佐エレクト )、茅野 RC3 名 ( 深井孝彦幹事、名取貴和青

少年奉仕委員長、伊藤由加里副幹事・伊那西高校卒業生です )、留学生 6 名、インドネシア 2 名、ナイジェ
リア 1名、スリランカ 1名、バングラデシュ人民共和国 1名、ベナン共和国 1名、以上 45名です。
　交流会は先ず自己紹介から始まり、次に福笑いと緊張をほぐし、伊那西高校と東海大諏訪高校が学校や日
本を紹介、流暢な英語の説明もありました。昼食は日本の伝統の紹介という意味で・・おでんに五平餅、加
えていなごの佃煮があり顔をしかめる留学生もいました。昆虫食は 21 世紀の貴重なたんぱく源、その意味
が分かると理解したようです。昼食後は留学生が母国の紹介、又留学先に日本を選んだ理由を画像を駆使し
て紹介、高校生にはいい機会になったと思えます。
　留学生は総じて国に帰り、国家の中枢となる人物達。今回のみならずこの小さな縁が将来にわたり人脈と
して高校生には繋げていって欲しいと願います。

・11月4日（月･祝）伊那RCとの合同ゴルフコンペの報告　　　澁谷恵二ゴルフ部長
　11月4日 月曜日に伊那国際唐松コー
スにて伊那ロータリークラブと合同コ
ンペを行いました。参加者は、伊那中
央ロータリークラブ 14 名・伊那ロー
タリークラブ 11名、計 25名でした。
　団体戦は優勝することができました。
特に上位５名 原会員、伊澤会員、三澤
さん、加藤会員、矢島会員の活躍は素
晴らしく優勝に貢献していただきあり
がとうございました。個人戦は優勝が
澁谷、準優勝が三澤さん、３位が加藤
会員でした。合わせて報告させていた
だきます。
　これからしばらくゴルフ部の活動は休止いたしますが遠征も検討していますので、遠征が決まりましたら
多くの皆様のご参加をお願いいたします。

・11月9日（土）～10日（日）地区大会の報告　　　小椋文成幹事
　9日 ( 土 ) については、会長からご報告があった通りです。
　10 日（日）は伊那中央から 8 名参加しました。（池上さん、井上さん、池田さん、
伊澤さん、小川さん、会長、幹事、S.A.A）本会議冒頭に、物故会員に黙祷があり下井
会員に向けて黙祷を行いました。本会議が行われガバナー挨拶、記念事業の発表・大
会決議などが行われました。青少年アワーではインターアクトクラブ・ローターアク
トクラブの発表や交換留学生の発表、また留学生のスピーチが行われました。また、

今年地区で行われている夢の実現プロジェクトの実施クラブによる報告がありました。伊那中央としては青
少年育成事業としてい～なちゃんソフトボールクラブへの支援をパネル展示しました。昼食をとり、午後か
らは記念アトラクション「鼓響」による龍神太鼓・龍神の舞などを鑑賞し、法政大学元学部長 田中優子様
の江戸時代におけるボランティア活動という内容の記念講演を聞きました。
　そののち、ガバナーエレクトとガバナーノミニーの紹介とご挨拶があり次期ホストクラブの発表・大会旗
引継ぎがあり閉会となりました。

・11月14日（木）上伊那グループ会長･幹事会の報告　　　小椋文成幹事
　14日（木）18時30分より、箕輪町「燈花」にて上伊那グループ会長・幹事会が開催されました。各クラブ会長・
幹事が出席し現状の事業進捗と会員増強の報告を行いました。各クラブ順調に事業が実施され、辰野クラブ
においては大半の事業が実施された状況という事でした。また、駒ケ根においてはこれから 65 周年式典・
上伊那グループＩ.Ｍ.などがあり、まだまだこれからという状況でした。会員増強については、各クラブ入会・
退会などがあり、なかなか５％目標を達成している状況ではありませんでした。
　その後、懇親会が行われ楽しい時間を過ごし、会長とともに飯田線で伊那まで戻ってまいりました。

・「ロータリーの友」11月号紹介　　　井上修会員
①オットー＆フラン・ウォルター財団の 1,550 万ドルの寄付でトルコ・イスタンブールのバーチェシュヒル
大学にロータリー平和センターが新設される。更に多くの平和構築者を支援出来る体制になった。因みに
トルコ国民は格別なる親日家で有り親交も深い。ボスポラス海峡の橋や海底トンネルは日本の応援があり
完成した。歴史的に、日露戦争、エルトゥールル号遭難事故 ( トルコ教科書に記載 ) 等を通じ日本に対し
て尊敬の念を覚えるに至った経緯は知っておくべき事である。
②米イリノイ州の国際ロータリー世界本部へ一度は皆で行く予定を立てたい。又ロータリー財団の父、アー
チ・クランフ氏の詳細なる紹介があり必読記事である。
③髙橋裕子津田塾大学学長は米山奨学生であり、その感謝の念が述べられている。因みに横浜 2590 地区の
地区大会の講演者でもあられた。
④2600 地区のロータリアンが俳壇に投稿され採用される。伊那中央ロータリークラブの奮起を促したい。

次頁へ続く



■ 点　鐘 19：15

■ ニコニコボックス

◆熊谷健

◆小椋文成

◆伊藤かおり

◆馬場秀則
◆橋爪麻人
◆井上修
◆澁谷恵二
◆矢島宏
　加藤篤
　原一馬
◆矢野直樹

支援留学生 キョさん・アラム君、ようこそ。
それから新会員の矢野直樹さん、ようこそ伊那中央ロータリークラブへ入会いただきまし
た。入会早々夜間例会ですので、しっかり楽しんで、万歳をお願いします。
アラムさん・キョさん、ようこそ！楽しんでいって下さい。
地区大会に参加いただいた皆様、ありがとうございました。
支援留学生 アラムさん・キョさん、ようこそお越し下さいました。
本日、矢野様の入会式。よろしくお願いします。
矢野直樹さん、伊那中央ロータリークラブへようこそ！！楽しんで下さい。
矢野さんへの歓迎と、馬場さんへ感謝を申し上げます。
伊那西IAC留学生交流会、無事終わりました。ありがとうございました。
合同コンペ個人戦優勝しました！
11/4開催の合同ゴルフコンペ、伊那中央RCの部 優勝・準優勝・第三位メンバーです。特
に矢島さんは復帰戦でしたが、ブランクを感じさせない見事な成績でした。

このたび入会させて頂きます。皆様よろしくお願い申し上げます。

会員数46名　　　出席免除会員5名　　　長欠会員1名　　　本日出席率100％　　　
前回出席率　修正なし　

■ 出席報告

・10月31日（木）第1回 会員増強･プログラム委員会の報告　　　橋爪麻人会員増強･プログラム委員長
　地区の会員増強委員長の金児さんを交えてのファイヤーサイドミーティングと言う
事で、委員会メンバーに加え、会長・幹事、会長エレクト、入会３年未満の方にも参
加してもらい、13 名での会になりました。内容は馴染の無い衛星クラブとオープン例
会について金児さんに事例など教えてもらい、伊那中央にあった方向性を皆で議論い
たしました。

　当日は、今日の例会をオープン例会にしてもらうつもりで話し合っていたのですが、候補者の方々の都合
が付かなかったので、またの機会に皆様にご協力をお願い致します。

・11月3日（日）IACと信州大学留学生との交流会の報告　　　井上修青少年奉仕委員
　平成 15 年に始まった伊那西 IAC の留学生交流会・第 22 回が、11 月 3 日、10 時か
ら 16時まで、伊那西高校を会場に行われました。
　伊那西高校、東海大諏訪高校、伊那中央RC、伊那RC、茅野RCを合わせ参加者は45名。
伊那西高校は卒業した 3 年生も 4 名参加。２年生の初めての活動に強力な応援をされ
ていました。参加者詳細・伊那西関係 15名（IAC10 名、留学中の生徒 1名、顧問 4名・

英語教師・卒業生の教育実習生各1名)、東海大諏訪高校関係11名(IAC 9名　顧問2名)、伊那中央RＣ9名(熊
谷健会長、小椋文成幹事、伊藤かおり SAA、宮原英幸青少年奉仕委員長、伊藤歩美青少年奉仕副委員長、
倉田秀伸青少年奉仕委員、平澤理国際奉仕副委員長、信州大学留学生支援の会　小川秋實氏、井上修青少年
奉仕地区委員 )、伊那 RC1 名 ( 平澤泰斗ガバナー補佐エレクト )、茅野 RC3 名 ( 深井孝彦幹事、名取貴和青

小椋文成幹事

１．新会員の推薦について
２．年末家族例会の招待者について
３．年間行事予定表の変更について
４．11月の行事予定並びにメイクアップ扱いについて
５．その他

■ 理事会報告

少年奉仕委員長、伊藤由加里副幹事・伊那西高校卒業生です )、留学生 6 名、インドネシア 2 名、ナイジェ
リア 1名、スリランカ 1名、バングラデシュ人民共和国 1名、ベナン共和国 1名、以上 45名です。
　交流会は先ず自己紹介から始まり、次に福笑いと緊張をほぐし、伊那西高校と東海大諏訪高校が学校や日
本を紹介、流暢な英語の説明もありました。昼食は日本の伝統の紹介という意味で・・おでんに五平餅、加
えていなごの佃煮があり顔をしかめる留学生もいました。昆虫食は 21 世紀の貴重なたんぱく源、その意味
が分かると理解したようです。昼食後は留学生が母国の紹介、又留学先に日本を選んだ理由を画像を駆使し
て紹介、高校生にはいい機会になったと思えます。
　留学生は総じて国に帰り、国家の中枢となる人物達。今回のみならずこの小さな縁が将来にわたり人脈と
して高校生には繋げていって欲しいと願います。

・11月4日（月･祝）伊那RCとの合同ゴルフコンペの報告　　　澁谷恵二ゴルフ部長
　11月4日 月曜日に伊那国際唐松コー
スにて伊那ロータリークラブと合同コ
ンペを行いました。参加者は、伊那中
央ロータリークラブ 14 名・伊那ロー
タリークラブ 11名、計 25名でした。
　団体戦は優勝することができました。
特に上位５名 原会員、伊澤会員、三澤
さん、加藤会員、矢島会員の活躍は素
晴らしく優勝に貢献していただきあり
がとうございました。個人戦は優勝が
澁谷、準優勝が三澤さん、３位が加藤
会員でした。合わせて報告させていた
だきます。
　これからしばらくゴルフ部の活動は休止いたしますが遠征も検討していますので、遠征が決まりましたら
多くの皆様のご参加をお願いいたします。

・11月9日（土）～10日（日）地区大会の報告　　　小椋文成幹事
　9日 ( 土 ) については、会長からご報告があった通りです。
　10 日（日）は伊那中央から 8 名参加しました。（池上さん、井上さん、池田さん、
伊澤さん、小川さん、会長、幹事、S.A.A）本会議冒頭に、物故会員に黙祷があり下井
会員に向けて黙祷を行いました。本会議が行われガバナー挨拶、記念事業の発表・大
会決議などが行われました。青少年アワーではインターアクトクラブ・ローターアク
トクラブの発表や交換留学生の発表、また留学生のスピーチが行われました。また、

今年地区で行われている夢の実現プロジェクトの実施クラブによる報告がありました。伊那中央としては青
少年育成事業としてい～なちゃんソフトボールクラブへの支援をパネル展示しました。昼食をとり、午後か
らは記念アトラクション「鼓響」による龍神太鼓・龍神の舞などを鑑賞し、法政大学元学部長 田中優子様
の江戸時代におけるボランティア活動という内容の記念講演を聞きました。
　そののち、ガバナーエレクトとガバナーノミニーの紹介とご挨拶があり次期ホストクラブの発表・大会旗
引継ぎがあり閉会となりました。

・11月14日（木）上伊那グループ会長･幹事会の報告　　　小椋文成幹事
　14日（木）18時30分より、箕輪町「燈花」にて上伊那グループ会長・幹事会が開催されました。各クラブ会長・
幹事が出席し現状の事業進捗と会員増強の報告を行いました。各クラブ順調に事業が実施され、辰野クラブ
においては大半の事業が実施された状況という事でした。また、駒ケ根においてはこれから 65 周年式典・
上伊那グループＩ.Ｍ.などがあり、まだまだこれからという状況でした。会員増強については、各クラブ入会・
退会などがあり、なかなか５％目標を達成している状況ではありませんでした。
　その後、懇親会が行われ楽しい時間を過ごし、会長とともに飯田線で伊那まで戻ってまいりました。

・「ロータリーの友」11月号紹介　　　井上修会員
①オットー＆フラン・ウォルター財団の 1,550 万ドルの寄付でトルコ・イスタンブールのバーチェシュヒル
大学にロータリー平和センターが新設される。更に多くの平和構築者を支援出来る体制になった。因みに
トルコ国民は格別なる親日家で有り親交も深い。ボスポラス海峡の橋や海底トンネルは日本の応援があり
完成した。歴史的に、日露戦争、エルトゥールル号遭難事故 ( トルコ教科書に記載 ) 等を通じ日本に対し
て尊敬の念を覚えるに至った経緯は知っておくべき事である。
②米イリノイ州の国際ロータリー世界本部へ一度は皆で行く予定を立てたい。又ロータリー財団の父、アー
チ・クランフ氏の詳細なる紹介があり必読記事である。
③髙橋裕子津田塾大学学長は米山奨学生であり、その感謝の念が述べられている。因みに横浜 2590 地区の
地区大会の講演者でもあられた。
④2600 地区のロータリアンが俳壇に投稿され採用される。伊那中央ロータリークラブの奮起を促したい。



次回例会
11月 26 日（火）　点鐘／ 12:30　　場所／海老屋料理店　　

　　　　　　　　　   ・クラブフォーラム「ロータリー財団委員会」
・例会終了後：クラブ協議会（地区大会後）と理事会

・10月31日（木）第1回 会員増強･プログラム委員会の報告　　　橋爪麻人会員増強･プログラム委員長
　地区の会員増強委員長の金児さんを交えてのファイヤーサイドミーティングと言う
事で、委員会メンバーに加え、会長・幹事、会長エレクト、入会３年未満の方にも参
加してもらい、13 名での会になりました。内容は馴染の無い衛星クラブとオープン例
会について金児さんに事例など教えてもらい、伊那中央にあった方向性を皆で議論い
たしました。

　当日は、今日の例会をオープン例会にしてもらうつもりで話し合っていたのですが、候補者の方々の都合
が付かなかったので、またの機会に皆様にご協力をお願い致します。

・11月3日（日）IACと信州大学留学生との交流会の報告　　　井上修青少年奉仕委員
　平成 15 年に始まった伊那西 IAC の留学生交流会・第 22 回が、11 月 3 日、10 時か
ら 16時まで、伊那西高校を会場に行われました。
　伊那西高校、東海大諏訪高校、伊那中央RC、伊那RC、茅野RCを合わせ参加者は45名。
伊那西高校は卒業した 3 年生も 4 名参加。２年生の初めての活動に強力な応援をされ
ていました。参加者詳細・伊那西関係 15名（IAC10 名、留学中の生徒 1名、顧問 4名・

英語教師・卒業生の教育実習生各1名)、東海大諏訪高校関係11名(IAC 9名　顧問2名)、伊那中央RＣ9名(熊
谷健会長、小椋文成幹事、伊藤かおり SAA、宮原英幸青少年奉仕委員長、伊藤歩美青少年奉仕副委員長、
倉田秀伸青少年奉仕委員、平澤理国際奉仕副委員長、信州大学留学生支援の会　小川秋實氏、井上修青少年
奉仕地区委員 )、伊那 RC1 名 ( 平澤泰斗ガバナー補佐エレクト )、茅野 RC3 名 ( 深井孝彦幹事、名取貴和青

少年奉仕委員長、伊藤由加里副幹事・伊那西高校卒業生です )、留学生 6 名、インドネシア 2 名、ナイジェ
リア 1名、スリランカ 1名、バングラデシュ人民共和国 1名、ベナン共和国 1名、以上 45名です。
　交流会は先ず自己紹介から始まり、次に福笑いと緊張をほぐし、伊那西高校と東海大諏訪高校が学校や日
本を紹介、流暢な英語の説明もありました。昼食は日本の伝統の紹介という意味で・・おでんに五平餅、加
えていなごの佃煮があり顔をしかめる留学生もいました。昆虫食は 21 世紀の貴重なたんぱく源、その意味
が分かると理解したようです。昼食後は留学生が母国の紹介、又留学先に日本を選んだ理由を画像を駆使し
て紹介、高校生にはいい機会になったと思えます。
　留学生は総じて国に帰り、国家の中枢となる人物達。今回のみならずこの小さな縁が将来にわたり人脈と
して高校生には繋げていって欲しいと願います。

・11月4日（月･祝）伊那RCとの合同ゴルフコンペの報告　　　澁谷恵二ゴルフ部長
　11月4日 月曜日に伊那国際唐松コー
スにて伊那ロータリークラブと合同コ
ンペを行いました。参加者は、伊那中
央ロータリークラブ 14 名・伊那ロー
タリークラブ 11名、計 25名でした。
　団体戦は優勝することができました。
特に上位５名 原会員、伊澤会員、三澤
さん、加藤会員、矢島会員の活躍は素
晴らしく優勝に貢献していただきあり
がとうございました。個人戦は優勝が
澁谷、準優勝が三澤さん、３位が加藤
会員でした。合わせて報告させていた
だきます。
　これからしばらくゴルフ部の活動は休止いたしますが遠征も検討していますので、遠征が決まりましたら
多くの皆様のご参加をお願いいたします。

・11月9日（土）～10日（日）地区大会の報告　　　小椋文成幹事
　9日 ( 土 ) については、会長からご報告があった通りです。
　10 日（日）は伊那中央から 8 名参加しました。（池上さん、井上さん、池田さん、
伊澤さん、小川さん、会長、幹事、S.A.A）本会議冒頭に、物故会員に黙祷があり下井
会員に向けて黙祷を行いました。本会議が行われガバナー挨拶、記念事業の発表・大
会決議などが行われました。青少年アワーではインターアクトクラブ・ローターアク
トクラブの発表や交換留学生の発表、また留学生のスピーチが行われました。また、

今年地区で行われている夢の実現プロジェクトの実施クラブによる報告がありました。伊那中央としては青
少年育成事業としてい～なちゃんソフトボールクラブへの支援をパネル展示しました。昼食をとり、午後か
らは記念アトラクション「鼓響」による龍神太鼓・龍神の舞などを鑑賞し、法政大学元学部長 田中優子様
の江戸時代におけるボランティア活動という内容の記念講演を聞きました。
　そののち、ガバナーエレクトとガバナーノミニーの紹介とご挨拶があり次期ホストクラブの発表・大会旗
引継ぎがあり閉会となりました。

・11月14日（木）上伊那グループ会長･幹事会の報告　　　小椋文成幹事
　14日（木）18時30分より、箕輪町「燈花」にて上伊那グループ会長・幹事会が開催されました。各クラブ会長・
幹事が出席し現状の事業進捗と会員増強の報告を行いました。各クラブ順調に事業が実施され、辰野クラブ
においては大半の事業が実施された状況という事でした。また、駒ケ根においてはこれから 65 周年式典・
上伊那グループＩ.Ｍ.などがあり、まだまだこれからという状況でした。会員増強については、各クラブ入会・
退会などがあり、なかなか５％目標を達成している状況ではありませんでした。
　その後、懇親会が行われ楽しい時間を過ごし、会長とともに飯田線で伊那まで戻ってまいりました。

■ 親睦会 進行：親睦活動・友好委員会

・挨拶　澁谷恵二親睦活動・友好委員長
・乾杯　平澤理元会長
・ソング「手に手つないで」　加藤篤ソングリーダー
・万歳　矢野直樹会員

・「ロータリーの友」11月号紹介　　　井上修会員
①オットー＆フラン・ウォルター財団の 1,550 万ドルの寄付でトルコ・イスタンブールのバーチェシュヒル
大学にロータリー平和センターが新設される。更に多くの平和構築者を支援出来る体制になった。因みに
トルコ国民は格別なる親日家で有り親交も深い。ボスポラス海峡の橋や海底トンネルは日本の応援があり
完成した。歴史的に、日露戦争、エルトゥールル号遭難事故 ( トルコ教科書に記載 ) 等を通じ日本に対し
て尊敬の念を覚えるに至った経緯は知っておくべき事である。
②米イリノイ州の国際ロータリー世界本部へ一度は皆で行く予定を立てたい。又ロータリー財団の父、アー
チ・クランフ氏の詳細なる紹介があり必読記事である。
③髙橋裕子津田塾大学学長は米山奨学生であり、その感謝の念が述べられている。因みに横浜 2590 地区の
地区大会の講演者でもあられた。
④2600 地区のロータリアンが俳壇に投稿され採用される。伊那中央ロータリークラブの奮起を促したい。


